
問
生
活
環
境
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
６
８

検査名 対象 回数 指定検査機関
設置後の検
査

（７条検査）

新たに浄化
槽を設置し
た人

初回のみ 広島県環境
保全センター

（☎082・
 849・6411）

定期検査
（11条検査）

11人槽以上 毎年１回

10人槽以下

５年に１回

５年に４回
広島県浄化槽
維持管理協会

（☎082・
 546・2168）

お知らせ拡大版
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�問い合わせ先

市議会定例会会議日程
　次の日程で、６月定例会が
開催されます。
　傍聴は会議当日、議会事務
局で受け付けます。
定　員　本会議　 45人
　　　　各委員会　5人程度

※日程は変更になる場合があ
ります。

と　　き 内　　容
６月19日
（金）

10時～

本会議：開会
23日（火）
24日（水）

本会議：一般
質問

25日（木） 本会議：一般
質問予備日

26日（金）
常任委員会29日（月）

30日（火）
７月1日
（水）

補正予算特
別委員会

3日（金） 14時～ 本会議：閉会

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
！ 

浄
化
槽
の
法
定
検
査

　
ト
イ
レ
の
排
水
や
生
活
雑
排
水
を
き
れ
い

に
す
る
浄
化
槽
は
、
正
し
く
使
用
し
な
い
と

悪
臭
や
環
境
汚
染
に
つ
な
が
り
ま
す
。
浄
化

槽
の
機
能
を
適
正
に
保
つ
た
め
、
浄
化
槽
を

管
理（
設
置
）し
て
い
る
人
は
、
浄
化
槽
法
に

よ
り
次
の
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
保
守
点
検

　
浄
化
槽
を
正
し
く
機
能
さ
せ
、
良
好
な
状

態
を
維
持
す
る
た
め
、
県
の
登
録
を
受
け
た

業
者
へ
定
期
的
に
保
守
点
検
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

②
清
掃

　
市
の
許
可
を
受
け
た
清
掃
業
者
に
浄
化
槽

の
清
掃
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
清
掃
は
毎

年
１
回
、
全
ば
っ
気
方
式
は
６
カ
月
に
１
回

以
上
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
点
検
と
清
掃
の
回
数
は
浄
化
槽
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
点
検
と
清
掃
の
記
録
を
３
年
間
保
存
し
て

く
だ
さ
い
。

③
法
定
検
査

　
県
が
指
定
し
た
検
査
機
関
で
、
表
１
の
と

お
り
検
査
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
検
査
員
は
身
分
証
明
証
を
携
行
し
て
い
ま

す
。
指
定
検
査
機
関
を
装
っ
た
詐
欺
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
建
築
確
認
申
請
を

伴
う
設
置
の
場
合
は
、建
築
指
導
課（
円
一
町

庁
舎
１
階
）で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
小
型
浄
化
槽
設
置
補
助
の
手
続
き

　
10
人
槽
以
下
の
小
型
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合
、
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

生
活
環
境
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
大
和
地
域
に
は
、
市
が
浄
化
槽
を
設
置
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
大
和
支
所

地
域
振
興
課 

（
☎
０
８
４
７・
33・
０
２
２

９
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
浄
化
槽
の
設
置・廃
止
な
ど
の
手
続
き

　
浄
化
槽
を
設
置・
廃
止
ま
た
は
管
理
者
を

変
更
し
た
と
き
な
ど
は
、
生
活
環
境
課
で
手

表１

正・副
議
長
、
各
常
任
委
員
が
決
定

　
岡
本
純
祥　

　
分
野
達
見　

　
寺
田
元
子　

　
力
田
忠
七

経
済
建
設
委
員
会

◎
政
平
智
春　

○
亀
山
弘
道　

　
新
元 

昭　

　
高
木
武
子　

　
加
村
博
志

　
谷
杉
義
隆　

　
荒
井
静
彦　

　
小
西
眞
人　

議
会
運
営
委
員
会

◎
谷
杉
義
隆　

○
小
西
眞
人　

総
務
財
務
委
員
会

◎
中
村
芳
雄　

○
岡 

富
雄　

　
正
田
洋
一　

　
安
藤
志
保　

　
萩 

由
美
子

　
德
重
政
時　

　
伊
藤
勝
也　

　
松
浦
良
一　

　
仁
ノ
岡 
範
之

厚
生
文
教
委
員
会

◎
七
川
義
明　

○
児
玉
敬
三　

　
平
本
英
司　

　
陶 

範
昭　

　
中
重
伸
夫

　
伊
藤
勝
也　

　
政
平
智
春　

　
高
木
武
子

　
中
重
伸
夫　

　
荒
井
静
彦　

　
仁
ノ
岡 

範
之

※
◎
は
委
員
長
、

○
は
副
委
員
長
。

 議  長 副議長
　
平
成
27
年
第
２
回
市
議
会
臨
時
会
が
５
月
12
日
に
開
か
れ
、
議
長
と
副
議
長
の
選
挙
、
各
常

任
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
議
長
と
副
議
長
、
各
常
任
委
員
、
議
会
運
営
委
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
平
成
17
年
４
月
当
選
以
来
３
期
目
。

副
議
長
、
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
、

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、
予
算
特
別

委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
70
歳
。

本
郷
南
六
丁
目
。

　
平
成
17
年
４
月
当
選
以
来
３
期
目
。建

設
都
市
委
員
会
委
員
長
、生
活
経
済
委
員

会
委
員
長
、経
済
建
設
委
員
会
委
員
長
な

ど
を
歴
任
。
59
歳
。
高
坂
町
許
山
。 梅

うめもとひであき
本秀明さん陶

すえ
 範
のりあき

昭さん

問議会事務局
　☎0848・67・6137
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を

発
行
し
ま
す

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

﹁
三
原
さ
ん
ぽ
de
幸
福
女
子
﹂が
放
送
中

　
地
域
の
消
費
拡
大
と
商
工
業
者
の
販
売
促

進
の
た
め
、
市
は
１
万
円（
１
冊
）で
１
万
２

千
円
分
の
買
い
物
が
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
の
発
行
を
支
援
し
ま
す
。
商
品
券

は
商
工
会
議
所
と
臨
空
商
工
会
が
発
行
し
、

７
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
管
内
地
域
で
使
用
で

き
ま
す
。

商�

品
券
名

三�

原
地
域　
三
原
う
き
し
ろ
商
品
券（
商
工

会
議
所
発
行
、
５
０
，４
４
０
冊
）

本�

郷・久
井・大
和
地
域　
臨
空
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券（
臨
空
商
工
会
発
行
、
１
４
，５
６

０
冊
）

販
売
方
法

引
き
換
え
販
売︵
要
申
し
込
み
︶

　
１
．�

６
月
15
日（
月
）（
必
着
）ま
で
に
、
往

復
は
が
き
で
①
希
望
冊
数
②
氏
名
③

住
所
④
電
話
番
号
を
商
工
会
議
所
ま

た
は
臨
空
商
工
会
へ

　
※
返
信
用
の
表
面
に
は
①
郵
便
番
号・
住

所
②
名
前
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
２
．�

返
信
さ
れ
た
は
が
き
を
持
参
し
、
６

月
25
日（
木
）～
30
日（
火
）に
商
工
会

議
所
ま
た
は
臨
空
商
工
会
で
引
き
換

え

　
※
申
し
込
み
は
、
１
人
は
が
き
１
枚
５
冊

ま
で
で
す
。

店�

頭
販
売︵
７
月
１
日
～
︶　
商
工
会
議
所
や

平
成
27
年
４
月
か
ら

●�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
基
準
が
変

わ
り
ま
し
た

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
規
入
所
は
、

原
則
と
し
て
要
介
護
３
以
上
の
人
が
対
象
と

な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
８
月
か
ら

●�

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
の
利
用
者
負

担
が
変
わ
り
ま
す

　
65
歳
以
上
で
本
人
合
計
所
得
金
額
が
１
６

０
万
円
以
上
の
人
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す
。

※
７
月
末
ま
で
に
介
護
保
険
の
認
定
が
あ
る

人
に
負
担
割
合（
１
割
ま
た
は
２
割
）が
記
載

さ
れ
た「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」を
送
付
し

ま
す
。

●�

低
所
得
の
施
設
等
利
用
者
が
負
担
す
る
食

　
お
い
し
く
て
思
わ
ず
笑
顔
に
な
る
グ
ル
メ
、ド
ラ
イ
ブ
な
ど

で
立
ち
寄
り
た
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
カ
フ
ェ
、思
わ
ず
写
真
を

撮
り
た
く
な
る
景
色
。
若
い
女
性
が
三
原
を
旅
し
な
が
ら
、女

性
が
幸
福
に
な
れ
る
三
原
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
く
テ
レ
ビ
番

組「
三
原
さ
ん
ぽ
ｄ
ｅ
幸
福
女
子
」が
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
番

組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
公
開
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

放�

送
日
時　
毎
週
木
曜
日
23
時
10
分
～
23
時
15
分

放
送
局　
　
広
島
ホ
ー
ム
テ
レ
ビ

臨
空
商
工
会
な
ど
で
販
売

　
※
１
人
５
冊
ま
で
で
す
。

※
引
き
換
え
販
売
で
商
品
券
が
完
売
し
た
場

合
、
店
頭
販
売
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

※
販
売
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
新
聞
折
込
チ

ラ
シ
、
市・商
工
会
議
所・臨
空
商
工
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
会
議
所（
〒
723-�

8555
皆
実
四
丁
目
８
番

１
号
☎
０
８
４
８・62・６
１
５
５
）

　
臨
空
商
工
会（
〒
729-�

0417
本
郷
南
六
丁
目
３

番
26
号
☎
０
８
４
８・86・２
２
３
８
）

費・
居
住
費
の
軽
減
の
適
用
条
件
が
変
わ

り
ま
す

　
低
所
得
の
利
用
者
の
う
ち
、
配
偶
者
が
住

民
税
課
税
者
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
預
金
額

な
ど
が
１
，０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、

食
費・居
住
費
の
軽
減
が
な
く
な
り
ま
す
。

●�

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
上
限
額
が
一
部

変
わ
り
ま
す

　
医
療
保
険
の
現
役
並
み
所
得
相
当
の
人

は
、世
帯
負
担
の
上
限
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

※
現
役
並
み
所
得
相
当
と
は
、
同
一
世
帯
に

課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
い
て
、

年
収
が
単
身
者
で
３
８
３
万
円
以
上
、
２
人

以
上
で
５
２
０
万
円
以
上
の
こ
と
。

号
☎
０
８
４
８・86・２
２
３
８
）

問
観
光
課　
☎
０
８
４
８・67・６
０
１
５

問
高
齢
者
福
祉
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
２
４
０

▲ 三原うきしろ商品券

（商工会議所発行）

▲ 臨空プレミアム商品券

（臨空商工会発行）
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第
12
回
み
は
ら
環
境
写
真・絵
画
コ
ン
テ

ス
ト
の
作
品
を
募
集
　

み
は
ら
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
募
集

　
自
然
環
境
や
環
境
保
全
な
ど
に
つ
い
て
伝

え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
写
真
、
絵
画
に
し
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

テ�

ー
マ　
自
然
環
境
や
生
き
物
、環
境
保
全
、

マ
ナ
ー
向
上
に
関
す
る
こ
と

部
門・規
格

▼�

写
真
部
門　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
２
Ｌ
判
以

上
、
４
切
判
ま
た
は
ワ
イ
ド
４
切
判

▼�

絵
画
部
門　
４
切
ま
た
は
８
切
の
画
用
紙

※
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

賞　
特
選（
４
点
）…�

賞
金（
１
万
円
）、
賞
状

　
　
入
選（
８
点
）…�

図
書
カ
ー
ド（
５
千
円

分
）、
賞
状

　
　
特
別
賞
…�

賞
品（
５
千
円
相
当
）、
賞
状

審
査・発
表　
９
月
下
旬

　
個
人
や
団
体
が
設
置
し
た「
緑
の
カ
ー
テ

ン
」の
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

賞　
最
優
秀
賞（
１
人
）、
優
秀
賞（
３
人
）

申�

し
込
み　

９
月
11
日（
金
）（
必
着
）ま
で

に
、
持
参
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
裏

面
に
①
住
所
②
氏
名
③
連
絡
先
④
ひ
と
こ

と
コ
メ
ン
ト（
希
望
者
の
み
）を
記
入
し
た

写
真
を
み
は
ら
し
環
境
会
議
事
務
局（
市

役
所
本
庁
４
階
、
生
活
環
境
課
内
〒
723-�

8601

申
し
込
み　

９
月
11
日（
金
）（
必
着
）ま
で

に
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
作
品
と
応
募
票

（
生
活
環
境
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用

意
）を
生
活
環
境
課（
市
役
所
本
庁
４
階
〒

723-�

8601
港
町
三
丁
目
５
番
１
号
☎
０
８
４

８・67・６
１
９
４
）へ

港
町
三
丁
目
５
番
１
号
☎
０
８
４
８・67・

６
１
９
４

seikatsukankyo@
city.

m
ihara.hiro　

shim
a.jp

）へ

新庁舎建設基本計画のパブリ
ックコメント（市民意見公募）

乳幼児等医療費を
中学生まで助成します

意見を募集する計画　新庁舎建設基本計画
計�画の概要　新庁舎を現在地に建設するに当たり、
基本となる考え方や導入する機能、新庁舎の規模
などをまとめたもので、今後の設計の指針となる
計画

計画の公表と意見の提出期間　17日（水）まで
計�画の公表場所　総務広報課、各支所、情報公開コー
ナー（市役所本庁３階）、市ホームページ
意�見を提出できる人　市内に在住・在勤・在学の人、
または事業所がある個人・法人
意�見の提出方法　持参、郵送、ファクスまたはＥメー
ルで意見書（各公表場所、市ホームページに用意）
を総務広報課（〒723-8601港町三丁目５番１号
☎0848・67・6022�℻�0848・67・4984 somuk
oho@city.mihara.hiroshima.jp）、または各支所
へ
※意見に対する個別の回答は行いません。市ホーム
ページなどで、提出された意見と市の考え方をまと
めて公表します。

　７月から、乳幼児等医療費の助成対象年齢を中学
校卒業（15歳に到達後の最初の３月31日）までに延長
します。
　対象となる可能性のある中学１～３年生の保護者
には先月末に申請書を郵送しましたので、６月中に
申請してください。

○申請に必要な物
・助成対象の子の健康保険証
・保護者の所得証明書
※三原市の課税台帳や提出済の所得証明書で、所得
を確認できない場合のみ。
○申請窓口
　市民ロビー特設窓口（市役所本庁１階）、各支所地
域振興課

※７月１日以降に申請した場合は、有効期間は申請
日からになります。
※ひとり親家庭等医療費、重度心身障害者医療費、
生活保護の受給対象となっている子は対象になりま
せん。
※所得が制限額を超えている場合は受給できません。

問総務広報課　☎0848・67・6022 問子育て支援課　☎0848・67・6045

▲昨年度の最優秀賞
　千坊 可奈男さん

▲

昨
年
度
の
特
選
作
品

 　「
み
ん
な
で
守
ろ
う
三
原
の
自
然
」

　
藤
岡 

李
々
彩
さ
ん
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申�し込み　12日（金）（必着）までに、往復はがき（１枚につき１人１教室）で①教室番号・教室名②名前（ふりが
な）③性別④生年月日⑤郵便番号・住所⑥電話番号⑦緊急連絡先⑧保護者の名前⑨通学先（市外在住の場合）
をスポーツ振興課（〒723-0014城町一丁目２番１号 ☎0848・64・7219）へ

※返信用の表面には①郵便番号・住所②名前を記入してください。
※申し込み多数の場合、４月開講の水泳教室を受講していない人を優先して抽選します。

※４歳児は平成22年４月２日～平成23年４月１日生まれ、５歳児は平成21年４月２日～平成22年４月１日生まれ。

夏季水泳教室の受講生を募集

生
涯
学
習
市
民
講
座
を
開
催

と
こ
ろ　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ 

文
化
ホ
ー
ル

定
員　
４
０
０
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
講
料　
前
売
り
券
１
，０
０
０
円（
全
３
講
座
）、

　
当
日
券
５
０
０
円（
１
講
座
）

※
前
売
り
券
は
全
３
講
座
分
の
み
、
当
日
券
は
開
演
時

に
空
席
が
あ
る
場
合
の
み
販
売
し
ま
す
。

申
し
込
み　
申
込
用
紙（
販
売
場
所
に
用
意
）に
、
受
講

料
を
添
え
て
各
販
売
場
所
へ

販
売
場
所　
中
央
公
民
館
、本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

く
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
大
和
文
化
セ
ン
タ
ー

問
生
涯
学
習
課　
☎
０
８
４
８・64・２
１
３
７

合
併
10
周
年
記
念
事
業

第１講座
7月14日（火）
19時～20時30分
講�　師　青山学院大学陸上
　競技部監督　原

はら
� 晋
すすむ
さん

　（糸崎出身）
演�　題　箱根駅伝から学ぶ育成術～「魔法をかけ
る」箱根駅伝制覇までの4,000日～
紹�　介　中学から陸上を始め、世羅高校、中京大学へ
と進学。卒業後、中国電力に入社し、陸上競技部１
期生として部創設に参加。平成５年には主将として
全日本実業団駅伝初出場に貢献。平成７年に引退
後、10年間、中国電力でサラリーマン生活を送る。
平成16年、青山学院大学陸上競技部監督に就任。平
成21年に33年ぶりの箱根駅伝出場を果たし、今年
の第91回大会では初の総合優勝へと導いた。

第２講座
７月23日（木）
19時～20時30分
講�　師　野球評論家��村

むら
田
た
兆
ちょうじ
治

さん（名誉市民・本郷出身）
演�　題　人生先発完投
紹�　介　再起不能とまでいわれた故障から、奇跡的に
復帰して通算215勝をあげ、平成元年に日本プロ野
球名球界入りを果たした。平成２年の引退後は野球
評論家となり、平成17年には野球殿堂入り。現在、
講演活動に取り組むかたわら、プロ野球選手ＯＢで
構成された「まさかりドリームス」の監督として、全
国の離島を巡って少年野球教室を開催している。野
球を通じて次世代を担う人材育成に尽力している。

第３講座
９月４日（金）
19時～20時30分
講�　師　日本体育大学名誉教
授　池

いけ
田
だ
敬
けい
子
こ
さん（名誉市

民・鷺浦出身）
演�　題　私を育ててくれた三原～スポーツと心の健康～
紹�　介　三原高校で本格的に体操を始め、昭和27年
に日本体育大学に女子１期生として入学。初出場の
昭和29年世界選手権では金メダルを獲得し、女子
体操競技の先駆者となった。昭和39年、東京オリ
ンピックの女子団体で銅メダルを獲得。オリンピッ
ク３大会、世界選手権４大会に出場。引退後は全日
本ジュニア体操クラブ連盟を設立するなど選手育成
に尽力し、平成14年には日本女性で初めて国際体
操殿堂入りを果たした。

教室番号 教室名 とき ところ 回数 定員 受講料対象
71 水泳　４歳児

7/27（月）～８/24（月）
の月・水・金

�９:10～10:00
リージョン
プラザ　
温水プール 各12回 各30人

各4,500円
＋

保険料800円

※保険料は、今年
度のスポーツ教
室の受講者は必
要ありません。

72 水泳　５歳児 11:10～12:00
73 小学１～２年生 10:10～11:00
74 小学３～６年生 12:10～13:00
75 小学１～２年生 7/28（火）～８/25（火）

の火・木・土
10:10～11:00 久井B＆Ｇ

海洋センター76 小学３～６年生 11:10～12:00
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